
項 目 若い世代部会の意見 事務局（案）

1 結婚・子育て
  支援に関する
  情報発信の強化

・自治体の支援を知らない人も多い。情報発信で結婚へのハードルを下げることは大事
・出会いや子育ての支援情報はもっと発信していくべき。ＬＩＮＥを活用すると便利
・結婚新生活支援事業は、若い人が制度を知ると結婚へのハードルが下がる可能性がある
・企業協力による若い世代への情報発信の仕組みを検討したらどうか
・デジタルプロモーションは、「若い世代部会」の委員が登場すると面白い
・各市町村に相談先はあるが、支援があることが知られていないと感じる
・「こうちプレマnet」は、以前は知りたい情報にたどり着けなかった

□出会い･結婚･子育てデジタルプロモーションの実施（県）
  ・県民会議との協働

□県民会議と県、市町村が連携した広報
 
□協力企業と連携した情報発信

□出産・育児応援サイト「こうちプレマnet」のリニューアル（県）

2 子育て家庭を
  応援する取組

・会社として子育ての環境にどう取り組むかは大事なこと。休みやすい環境づくりが必要
・結婚は大変なものとすり込まれてきた。結婚へのハードルを上げすぎるとマイナスのイ
 メージが強くなり、子どもを持つイメージができない
・子育てしている人が「子育てが楽しい」と発信しないと、10代、20代が自分も子どもを
 産んでみようかと思うことにつながらない。子育て支援に力を入れて、子育てしやすい
 と実感する人が増えることが、遠回りになるが自分も結婚して子育てしたいにつながる

□子育て支援サービスの充実（県）
  ・地域子育て支援センターやファミリー･サポート･センターの充実

□子育てを応援する企業等との連携
  ・高知家の出会い・結婚・子育て応援団の拡大
  ・ワークライフバランス推進企業の増加
  ・各企業の取り組みを横展開

□若い世代や育休取得者等への情報提供

3 イベント

［若い世代部会
 の企画］

・部会でイベントをやって、情報発信していくことがいいのではないか。結婚前の方への
 後押しがいい
・社員や若い世代を集めてイベントができたらいい。参加して意見をもらう、一緒にイベ
 ントするなど若い世代を巻き込んでやれたらいい
・内向的な方が増えているので、その方でも参加できるイベントにならないか
・コロナ禍だと市町村をまたいでの活動は参加できない方が多いので、参加しやすい工夫
・身近な人が登場するイベントがいいのでは。楽しみながら子育ての先輩の話を聞くなど
・シンポジウム的なイベントはどうか。異業種交流を「運動会」として実施してはどうか
・構成団体の皆さんとチームをつくり、主催事業を実施したい。参加委員の皆さんを巻き
 込んだほうが、県民運動につながるのでは

□主催イベントの開催（県・県民会議）
  ・各構成団体の協力
  ・各構成団体の広報ツールを活用した情報発信

4 結婚・子育て 
 事例集

［若い世代部会
 の企画］

・身近な人が登場する情報発信ツールがあればいいのでは。高知で結婚して2、3年ぐらい
 の人に登場していただき、こうやって結婚したなど、事例集みたいなものがあればいい
・事例集で結婚へのハードルを下げる
・内向的な人たちの背中を押す意味でも、事例集は必要ではないか
・事例集は、成功談だけでなく失敗談があってもいい。いろんなことが赤裸々に語られる
 と面白い

□事例集の作成（県・県民会議）
  ・各構成団体からの協力（事例素材の提供 等）

□情報発信
  ・出会い･結婚･子育てデジタルプロモーション
  ・県民会議と県、市町村が連携した広報
  ・協力企業と連携した情報発信

令和４年度　具体的な取り組みについて（若い世代部会からの提案） 資料３

28.1％
（R元）

29.2％
（R２)

35％
（R3）

40％　　　　
（R4）

50％
（R6)

　令和2年度　29.2%の内訳
　　　・「子育て中の方」が42.6％
　　　・「結婚したことがない方」が23.3%

（参考）第2期高知県まち・ひと・しごと創生総合戦略　　数値目標
　　　　　　・高知県が安心して「結婚」「妊娠・出産」「子育て」できるような社会になっている
　　　　　　　と考える人の割合


